
不
断
の
授
業
改
善

石
川
県
小
中
学
校
教
育
研
究
会

副
会
長

山
田

裕
司

石
川
県
小
中
学
校
教
育
研
究
会
は
、

今
年
度
五
年
目
を
迎
え
、
八
月
に
は

第
四
回
研
究
大
会
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
石
川
県
教
育
委
員

会
、
石
川
県
市
町
教
育
長
会
を
始
め
、

関
係
機
関
の
皆
様
の
お
力
添
え
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

同
月
、
中
央
教
育
審
議
会
教
育
課

程
企
画
特
別
部
会
よ
り
発
表
さ
れ
た

次
期
学
習
指
導
要
領
に
向
け
た
審
議

の
ま
と
め
を
見
る
と
、
学
習
指
導
要

領
が
学
校
教
育
を
通
じ
て
子
ど
も
達

が
身
に
付
け
る
べ
き
資
質
・
能
力
や

学
ぶ
べ
き
内
容
、
学
び
方
の
見
通
し

を
示
す
「
学
び
の
地
図
」
と
し
て
、

教
職
員
の
み
な
ら
ず
、
子
ど
も
自
身

が
学
び
の
意
義
を
自
覚
す
る
手
が
か

り
と
し
た
り
、
家
庭
・
地
域
等
に
お

い
て
幅
広
く
活
用
す
る
こ
と
を
目
指

す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
内
容
も
こ
れ
ま
で
の
改
訂

の
中
心
で
あ
っ
た
「
何
を
学
ぶ
か
」

と
い
う
指
導
内
容
の
見
直
し
に
加
え

て
「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」「
何
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」
の
視
点
か

ら
学
習
指
導
要
領
を
改
善
す
る
と
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
①
学
ぶ
意
味
と
自

分
の
人
生
や
社
会
の
在
り
方
を
主
体

的
に
結
び
付
け
て
い
く
「
主
体
的
な

学
び
」、
②
多
様
な
人
と
の
対
話
や

先
人
の
考
え
方
（
書
物
等
）
で
考
え

を
広
げ
る
「
対
話
的
な
学
び
」、
③

学
習
対
象
と
深
く
か
か
わ
り
、
問
題

を
発
見
・
解
決
し
た
り
、
自
己
の
考

え
を
形
成
し
表
し
た
り
、
思
い
を
も

と
に
構
想
・
創
造
す
る「
深
い
学
び
」

と
い
っ
た
学
習
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し

た
学
び
全
体
の
改
善
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
教
師
一
人
一
人
が
工
夫
し
実

践
し
続
け
る
「
不
断
の
授
業
改
善
」

が
、
今
後
、
更
に
強
く
求
め
ら
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

「
見
つ
け
る
」
と
い
う
こ
と
は
、

目
や
耳
を
使
っ
て
探
す
と
い
う
こ
と
。

「
わ
か
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
自

分
の
中
に
残
る
と
い
う
こ
と
。

「
考
え
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
自

分
の
中
で
生
み
出
す
と
い
う
こ
と
。

「
聞
く
」
と
い
う
こ
と
は
、
相
手

が
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を

考
え
、
受
け
止
め
る
と
い
う
こ
と
。

「
伝
え
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
ど

う
に
か
し
て
相
手
に
わ
か
っ
て
も
ら

う
努
力
を
す
る
と
い
う
こ
と
。

子
ど
も
達
自
身
が
自
ら
の
学
び
方

を
獲
得
し
て
い
く
学
習
の
自
立
化
に

つ
な
が
る
授
業
改
善
も
同
時
に
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
会
も
そ
の
具
現
化
の
一
端
を
担

う
自
覚
の
も
と
、
石
川
県
の
子
ど
も

達
の
た
め
、
更
な
る
指
導
力
の
向
上

を
め
ざ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

学
び
続
け
る
人
間
教
師
と
し
て
…
。

発行 石川県小中学校教育研究会
金沢市尾山町１０番５号
石 川 県 文 教 会 館 内
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〈
研研
究
会
紹
介
〉

羽
咋
市
教
育
研
究
会

羽
咋
市
教
育
研
究
会
は
、
小
学
校

六
校
と
中
学
校
二
校
を
合
わ
せ
た
八

校
、
教
職
員
百
三
十
五
名
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

本
会
は
、
学
校
教
育
に
関
す
る
諸

問
題
を
研
究
し
、
あ
わ
せ
て
児
童
生

徒
の
文
化
的
体
育
的
活
動
を
促
進
す

る
こ
と
を
も
っ
て
本
市
の
学
校
教
育

の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

①
小
中
学
校
の
教
育
課
程
の
研
究

②
学
校
施
設
の
改
善
充
実

③
各
種
研
究
会
・
講
習
会
の
開
催

④
児
童
生
徒
を
対
象
と
す
る
文
化
活

動
・
体
育
的
活
動
の
推
進

⑤
教
職
員
研
究
物
の
審
査

⑥
そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
必
要
な
事
業

以
上
六
つ
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
会
の
事
業
の
特
徴
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
こ
と
は
、
事
業
⑤
の
教
職
員

研
究
物
の
審
査
・
表
彰
を
行
う
こ
と

で
す
。
毎
年
十
一
月
下
旬
に
教
職
員

研
究
物
審
査
の
た
め
の
教
職
員
研
究

物
審
査
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま

す
。教

職
員
研
究
物
審
査
検
討
委
員
会

は
、
教
研
会
長
よ
り
一
任
さ
れ
た

リ
ー
ダ
ー
二
名
を
中
心
に
、
各
学
校

代
表
一
名
ず
つ
で
組
織
さ
れ
、
目
的
、

計
画
、
実
践
、
検
証
・
改
善
、
ニ
ー

ズ
の
観
点
か
ら
点
数
化
し
、
評
価
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
度
は
、
各
学
校
と

一
グ
ル
ー
プ
よ
り
研
究
物
の
応
募
が

あ
り
、
審
査
を
経
て
、
総
会
に
お
い

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
昨
年
度
よ
り
、
研
究
物

に
掲
載
さ
れ
た
指
導
案
に
つ
い
て
は
、

共
有
・
活
用
す
る
こ
と
で
、
教
職
員

の
資
質
向
上
を
図
る
目
的
と
し
て

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
、
各
学
校
に

配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
、
本
市
に
お
い
て

も
指
定
研
究
等
が
増
え
て
き
て
お
り
、

研
究
の
目
的
や
内
容
が
学
校
ご
と
に

大
き
く
異
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う

に
評
価
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
研
究
物
審
査
を
や
め

る
こ
と
も
協
議
員
研
修
会
で
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
研
究
物
審
査
の
目
的
で

あ
る
『
研
究
を
通
し
て
得
た
成
果
と

課
題
を
、
市
内
の
全
教
職
員
で
共
有

す
る
』
機
会
を
残
す
べ
き
だ
と
い
う

意
見
で
ま
と
ま
り
、
今
年
度
よ
り
、

審
査
検
討
委
員
会
を
検
討
委
員
会
に

変
更
し
、
応
募
さ
れ
た
教
職
員
研
究

物
を
観
点
ご
と
に
ま
と
め
、
総
会
に

お
い
て
成
果
と
課
題
を
講
評
と
し
て

知
ら
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

無
く
す
こ
と
は
簡
単
で
す
が
、
残

す
こ
と
は
、
大
き
な
勇
気
と
努
力
を

必
要
と
し
ま
す
。
今
年
度
、
本
会
と

し
て
大
き
な
財
産
を
失
う
こ
と
な
く
、

形
を
変
え
な
が
ら
残
せ
た
こ
と
は
大

き
な
成
果
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
変
化
す
る
現
状
に
対
応

し
な
が
ら
、
本
市
の
学
校
教
育
の
振

興
の
た
め
に
、
努
力
を
惜
し
ま
ず
、

本
会
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
本
会
に
は
六
十
二
年
間

続
い
て
い
る
児
童
生
徒
の
文
集
「
こ

ぶ
な
」
が
あ
り
ま
す
。
作
品
を
通
し

て
、
そ
の
時
を
過
ご
し
た
児
童
生
徒

の
思
い
に
触
れ
る
と
き
、
本
会
の
こ

の
宝
物
を
編
集
・
発
刊
し
続
け
て
い

く
こ
と
の
大
き
な
責
任
を
感
じ
て
い

ま
す
。

（
文
責

羽
咋
市
立
邑
知
小
学
校

内
田

一
哉
）

河
北
郡
市
学
校
教
育
研
究
会

河
北
郡
市
学
校
教
育
研
究
会
は
、

小
学
校
二
十
校
、
中
学
校
六
校
の
計

二
十
六
校
、
会
員
約
六
百
名
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
平
成
三
十
年

度
に
は
、
内
灘
町
に
白
帆
台
小
学
校

が
開
校
し
、
一
校
増
え
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

本
会
は
、
学
校
教
育
に
関
す
る
各

種
の
研
究
を
行
な
い
、
本
郡
市
教
育

の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

昭
和
三
十
三
年
に
発
足
し
た
。

現
在
、
校
長
会
を
始
め
、
十
四
の

事
業
部
会
が
あ
る
。
各
部
会
は
校
長

を
部
長
と
し
て
、
部
会
ご
と
に
計
画

を
立
て
て
活
動
し
て
い
る
が
、
音
楽

会
や
器
械
運
動
交
歓
会
等
の
行
事
も

含
め
、
原
則
水
曜
日
の
開
催
と
し
て

い
る
。

①
小
学
校
・
中
学
校
教
育
課
程
研
究

会
会
員
全
員
が
い
ず
れ
か
の
教
科
に

所
属
し
、
年
に
四
回
の
研
修
会
を
開

催
し
、
研
究
授
業
や
研
究
協
議
を
行

い
授
業
力
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

年
度
末
に
は
、
小
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ

に
、
研
究
集
録
を
作
成
し
、
す
べ
て

の
学
校
に
配
付
し
成
果
を
共
有
し
て

い
る
。

②
小
学
校
・
中
学
校
文
化
連
盟

音
楽
会
や
科
学
研
究
物
審
査
会
、

図
画
・
美
術
作
品
展
や
書
写
作
品
展

を
実
施
し
て
い
る
。
だ
れ
も
が
鑑
賞

で
き
る
よ
う
に
、
図
画
・
美
術
作
品

や
書
写
作
品
は
、
す
べ
て
の
学
校
で

巡
回
展
示
し
て
い
る
。

③
小
学
校
学
年
研
究
会

一
年
か
ら
六
年
を
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
と

Ｂ
に
分
け
た
十
二
の
学
年
部
会
を
つ

く
り
、
自
分
が
担
任
し
て
い
る
学
年

部
会
に
所
属
す
る
。
担
任
以
外
も
ど

こ
か
の
部
会
に
所
属
す
る
。
年
に
一

回
の
部
会
で
は
あ
る
が
、
研
究
授
業

を
参
観
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
学
年

に
応
じ
た
課
題
に
つ
い
て
協
議
し
合

う
。
同
じ
学
年
の
担
任
同
士
な
の
で
、

学
級
経
営
に
つ
い
て
課
題
を
共
有
し

や
す
く
、
お
互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

合
え
る
な
ど
、
若
手
教
員
に
と
っ
て

も
、
た
い
へ
ん
有
意
義
な
会
と
な
っ

て
い
る
。

こ
の
他
に
、
今
年
度
は
会
員
を
対

象
と
し
た
自
主
研
修
会
を
開
催
し
た
。

鳴
門
教
育
大
学
大
学
院
教
授
、
村
川

雅
弘
氏
を
お
招
き
し
、「
次
期
学
習

指
導
要
領
が
求
め
る
授
業
づ
く
り
・

学
校
づ
く
り
」
と
題
し
て
ご
講
演
し

て
い
た
だ
き
、
今
話
題
の
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
学
ぶ

機
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

近
年
、
河
北
郡
市
も
他
郡
市
同
様
、

急
速
に
若
返
り
が
進
ん
で
い
る
。
若

い
教
職
員
に
は
、
本
会
の
役
割
や
取

組
を
十
分
理
解
し
て
も
ら
い
、
さ
ら

に
研
鑽
を
深
め
指
導
力
を
身
に
つ
け

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

（
文
責

か
ほ
く
市
立
金
津
小
学
校

中
田

一
朗
）

理科部会の研究授業の様子
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石
川
県
小
学
校
社
会
科
教
育
研
究
会

本
研
究
会
は
、
昭
和
四
十
四
年
度

に
金
社
研
と
し
て
発
足
し
、
四
十
七

年
間
に
渡
り
、
社
会
科
の
授
業
研
究

を
中
心
に
研
究
を
進
め
て
き
た
。
そ

の
間
少
し
ず
つ
活
動
を
石
川
県
全
体

に
広
げ
、
更
な
る
会
員
拡
大
を
願
い
、

平
成
三
年
度
に
現
在
の
石
川
県
小
学

校
社
会
科
教
育
研
究
会
に
改
称
し
た
。

昨
年
度
、
研
究
大
会
を
第
三
十
回
目

の
節
目
と
し
て
、
盛
大
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
今
日
に
至
る
ま
で
、

社
会
科
教
育
を
愛
す
る
本
県
の
先
輩

諸
氏
の
先
生
方
の
ご
尽
力
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
た
い
。

昨
年
、
北
陸
新
幹
線
の
開
通
に

よ
っ
て
、
全
国
か
ら
の
観
光
客
も
増

え
、
街
が
活
気
づ
き
、
城
下
町
金
沢
・

石
川
の
よ
さ
を
県
民
も
再
認
識
し
て

い
る
よ
う
に
感
じ
る
。教
育
現
場
に
お

い
て
も
「
ま
ち
・
ひ
と
・
こ
こ
ろ
」
に

焦
点
を
あ
て
た
地
域
の
教
材
開
発
や

授
業
づ
く
り
に
力
を
入
れ
た
社
会
科

教
育
の
実
践
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

本
会
の
研
究
主
題
「
自
ら
社
会
に

参
画
す
る
力
の
基
礎
を
養
う
社
会
科

学
習
〜
自
分
発
・
社
会
経
由
・
自
分

行
き
〜
」
の
具
現
化
を
目
指
し
て
、

精
力
的
な
授
業
実
践
が
行
わ
れ
て
い

る
。「
教
育
と
は
子
ど
も
の
心
に
火
を

灯
す
こ
と
」「
目
の
前
の
子
ど
も
達

の
よ
さ
や
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き

出
す
こ
と
」「
学
び
を
自
分
に
返
し
、

一
歩
う
っ
て
出
る
子
ど
も
を
育
て
る

こ
と
」
自
分
発
・
社
会
経
由
・
自
分

行
き
の
切
符
は
、
子
ど
も
達
の
「
輝

く
未
来
」
に
授
け
る
教
師
愛
で
あ
る
。

（
文
責

金
沢
市
立
泉
小
学
校

山
田

裕
司
）

石
川
県
小
学
校
生
活
科
・
総
合

的
な
学
習
教
育
研
究
協
議
会

本
研
究
会
は
平
成
五
年
（
一
九
九

三
年
）
に
石
川
県
の
小
学
校
生
活
科

に
関
す
る
情
報
交
換
、
研
究
調
査
、

実
践
の
推
進
を
行
い
、
そ
の
充
実
・

振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
発

足
し
た
。
平
成
十
六
年
に
は
、
系
統

的
に
探
究
的
な
学
び
を
育
む
こ
と
の

必
要
性
か
ら
総
合
的
な
学
習
に
も
研

究
範
囲
を
広
げ
、
石
川
県
小
学
校
生

活
科
・
総
合
的
な
学
習
教
育
研
究
協

議
会
と
名
称
を
改
め
た
。
発
足
以
来
、

毎
年
研
究
大
会
を
県
内
各
地
で
開
催

し
、
石
川
県
の
生
活
科
・
総
合
的
な

学
習
教
育
の
牽
引
を
担
っ
て
き
て
い

る
。
現
在
は
、
奥
能
登
地
区
か
ら
加

賀
市
ま
で
県
下
三
百
名
を
超
え
る
会

員
数
と
な
っ
て
い
る
。

今
年
度
は
、
十
月
二
十
八
日（
金
）

に
加
賀
市
立
錦
城
東
小
学
校
に
お
い

て
第
二
十
四
回
石
川
県
生
活
科
・
総

合
的
な
学
習
教
育
研
究
協
議
会
研
究

大
会
を
開
催
し
た
。
約
百
名
の
先
生

方
に
参
加
を
い
た
だ
き
、
二
本
の
研

究
授
業
と
二
本
の
実
践
提
案
を
中
心

に
協
議
を
行
っ
た
。
公
開
授
業
で
は
、

子
ど
も
の
思
い
や
願
い
が
実
現
で
き

る
場
の
設
定
の
仕
方
や
一
人
一
人
の

気
づ
き
を
深
め
る
教
師
の
言
葉
か
け

な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。
実
践
提
案
で
は
、
自
分

自
身
の
成
長
に
気
づ
か
せ
る
手
だ
て

や
地
域
素
材
の
活
用
の
在
り
方
な
ど

に
つ
い
て
討
議
を
行
い
、
研
究
を
深

め
た
。
各
地
区
で
開
催
さ
れ
る
研
究

大
会
は
、
開
催
地
区
の
先
生
方
を
は

じ
め
石
川
県
全
体
の
先
生
方
の
授
業

力
向
上
と
子
ど
も
た
ち
の
生
活
科
・

総
合
的
な
学
習
に
対
す
る
意
欲
の
高

ま
り
に
確
実
に
つ
な
が
っ
て
き
て
い

る
と
自
負
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
夏

季
講
演
会
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

今
年
度
は
、
八
月
十
二
日
（
金
）
に
、

金
沢
市
も
の
づ
く
り
会
館
に
お
い
て

文
部
科
学
省
視
学
官

田
村

学
先

生
を
お
迎
え
し
て
「
学
習
指
導
要
領

改
訂
の
方
向
性
」
と
い
う
演
題
で
講

演
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
主
体
的
・

対
話
的
で
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
を
大
切

に
す
る
学
習
の
在
り
方
に
つ
い
て
具

体
的
に
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

当
日
は
、
県
内
各
地
か
ら
百
三
十
名

を
超
え
る
会
員
が
集
ま
り
、
大
変
有

意
義
な
講
演
会
と
な
っ
た
。
今
後
も

中
央
の
講
師
を
招
聘
し
、
新
鮮
な
学

び
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

さ
て
、
来
る
平
成
三
十
年
十
一
月

八
日
（
木
）・
九
日
（
金
）
に
は
、
本

研
究
会
に
と
っ
て
、
初
め
て
の
試
み

と
な
る
全
国
大
会
の
開
催
を
予
定
し

て
い
る
。
大
会
研
究
主
題
「
ふ
る
さ

と
の
大
地
と
と
も
に
輝
け
未
来
へ
」

と
い
う
大
会
研
究
主
題
の
も
と
三
つ

の
研
究
の
視
点

①
つ
け
た
い
力
を

育
む
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
あ
り
方

②

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
培

う
学
習
指
導
の
あ
り
方

③
学
び
に

向
か
う
力
を
う
み
出
す
評
価
の
あ
り

方
を
研
究
の
柱
と
し
て
石
川
県
の
生

活
科
・
総
合
的
な
学
習
を
全
国
に
発

信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
平
成
三
十
年
度
全
国
小
学
校
生
活

科
・
総
合
的
な
学
習
教
育
研
究
協
議

会
石
川
大
会
」
を
貴
重
な
学
び
の
場

と
し
て
前
向
き
に
捉
え
、
石
川
県
の

各
郡
市
町
が
力
を
合
わ
せ
、
実
り
多

い
研
究
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
。

（
文
責

金
沢
市
立
大
野
町
小
学
校

小
澤

雅
人
）

平
成
二
十
八
年
度
役
員

会

長

寺
本

弓
子（
金
沢
・
泉
中
）

副
会
長

山
田

裕
司（
金
沢
・
泉
小
）

〃

砂
長
谷
妙
子（
加
賀
・
分
校
小
）

〃

日
向

彰
子（
白
山
・
明
光
小
）

総
務
部
長

圓
地

郁
尚（
金
沢
・
菊
川
町
小
）

研
究
部
長

坂
根

順
子（
金
沢
・
千
坂
小
）

研
究
副
部
長

中
村

玲
子（
小
松
・
那
谷
小
）

調
整
部
長

吉
田

千
尋（
金
沢
・
小
将
町
中
）

調
整
副
部
長

端
野

久
直（
鳳
珠
・
鵜
川
小
）

広
報
部
長

能
波

裕
司（
金
沢
・
額
中
）

広
報
副
部
長

山
本

正
美（
羽
咋
・
志
賀
小
）

会
計
部
長

塩
栗
与
嗣
男（
白
山
・
松
任
中
）

会
計
監
査

紺
村

和
也（
野
々
市
・
野
々
市
小
）

〃

細
川
都
司
恵（
河
北
・
向
粟
崎
小
）

平
成
二
十
八
年
度
会
務
報
告

四
月
二
日
�

三
役
会

四
月
十
三
日
�

第
一
回
理
事
研
修
会

五
月
六
日
�

第
一
回
幹
事
研
修
会

五
月
二
十
六
日
�

第
二
回
理
事
研
修
会

六
月
三
日
�

第
二
回
幹
事
研
修
会

六
月
十
六
日
�

第
一
回
代
議
員
研
修
会

七
月
二
十
二
日
�

第
三
回
理
事
研
修
会

第
三
回
幹
事
研
修
会

八
月
十
日
�

小
中
学
校
教
育
研
究
会
第
四
回
研
究
大
会

九
月
二
十
一
日
�

第
四
回
理
事
研
修
会

十
月
十
一
日
�

第
二
回
代
議
員
研
修
会

十
二
月
六
日
�

北
陸
三
県
中
教
研
連
絡
協
議
会

十
二
月
二
十
六
日
�

第
五
回
理
事
研
修
会

二
月
九
日
�

第
三
回
代
議
員
研
修
会

二
月
十
六
日
�

第
六
回
理
事
研
修
会

加賀市大会の様子

夏季巡検・会津若松市（震災復興の現状視察）
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平
成
二
十
九
年
度
県
内
開
催
予
定
の
研
究
発
表
会

全
国
大
会

◆
全
国
小
学
校
家
庭
科
教
育
研
究
会

・
小
松
市
立
芦
城
小
学
校

白
山
市
立
松
南
小
学
校

金
沢
市
立
中
央
小
学
校

・
十
一
月
十
六
日
�

・
県
立
音
楽
堂
邦
楽
ホ
ー
ル

・
十
一
月
十
七
日
�

東
海
北
陸
地
区
大
会

◆
東
海
北
陸
小
中
学
校
音
楽
教
育
研

究
大
会

・
県
立
音
楽
堂

金
沢
市
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

・
十
月
二
十
七
日
�

県
大
会

◆
県
国
語
教
育
研
究
会

「
夏
季
大
会
」

・
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

・
八
月
十
八
日
�

「
奥
能
登
大
会
」

・
鳳
珠
郡
小
・
中
学
校

・
小
学
校

十
二
月
六
日
�

・
中
学
校

十
一
月
二
十
九
日
�

◆
石
川
国
語
の
会

・
金
沢
市
内
小
学
校

・
十
二
月
九
日
�

◆
県
書
写
教
育
研
究
会

・
河
北
郡
市

・
未
定

◆
県
社
会
科
教
育
研
究
会

・
金
沢
市
内
小
・
中
・
高
等
学
校

・
十
月

◆
県
小
学
校
社
会
科
教
育
研
究
会

・
金
沢
市
内
小
学
校

・
十
二
月
二
日
�

◆
県
中
学
校
数
学
教
育
研
究
会

開
催
予
定
な
し

◆
県
算
数
教
育
研
究
会

・
能
美
市
立
寺
井
小
学
校

・
十
月
十
三
日
�

◆
県
理
科
教
育
研
究
協
議
会

・
金
沢
市

・
十
月
十
八
日
�

◆
県
図
工
・
美
術
教
育
研
究
会

・
志
賀
町
立
志
賀
小
学
校

志
賀
町
立
志
賀
中
学
校

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル

・
十
一
月
二
十
四
日
�

◆
県
学
校
体
育
研
究
会

・
中
能
登

・
十
一
月

◆
県
小
学
校
体
育
研
究
会

・
金
沢
市

・
十
二
月
下
旬

◆
県
中
学
校
技
術
・
家
庭
科
研
究
会

・
加
賀
市

・
十
月

◆
県
中
学
校
英
語
教
育
研
究
会

・
能
美

・
十
月
〜
十
一
月

◆
県
学
校
道
徳
教
育
研
究
会

開
催
予
定
な
し

◆
県
小
学
校
生
活
科
・
総
合
的
な
学

習
教
育
研
究
協
議
会

・
内
灘
町
立
大
根
布
小
学
校

・
十
月
二
十
四
日
�

◆
県
特
別
活
動
教
育
研
究
会

・
小
松
市

・
二
月
十
六
日
�

◆
県
小
中
学
校
視
聴
覚
教
育
研
究
協

議
会

・
加
賀
市

・
十
一
月
十
六
日
�

◆
県
学
校
図
書
館
協
議
会

・
七
尾
市
立
天
神
山
小
学
校

七
尾
サ
ン
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ

・
十
月
二
十
七
日
�

◆
特
別
支
援
教
育
研
究
大
会

・
野
々
市
市

・
十
二
月
一
日
�

◆
県
養
護
教
育
研
究
会

・
文
教
会
館

・
七
月
三
十
一
日
�
・
八
月
一
日
�

◆
県
公
立
小
中
学
校
教
育
事
務
研
究

大
会

・
加
賀
市
文
化
会
館

・
八
月
二
十
四
日
�
・
二
十
五
日
�

※
会
場
・
期
日
は
現
時
点
の
予
定
で

す
。
変
更
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

石川県小中学校教育研究大会 第５回研究大会
○期日 平成２９年８月１０日（木）
○会場 県地場産業振興センター
○日程と内容
午前（１０時～）
・郡市町教育研究会協議会

各郡市町教育研究会代表による今年度の活動方針の協議、情報交換等
午後（１３時～）
・開会式
・記念講演

講師 十文字学園女子大学 冨山 哲也教授
演題 「未定」

・分科会
①金沢市中教研音楽部会
よりよい授業を求めて鑑賞領域の指導と評価
②河北郡市学校教育研究会外国語部会
英語によるコミュニケーション能力の育成
③石川県学校道徳教育研究会
大地と人に学び 主体的に考え 心豊かでふるさとを愛する心の育成
④内灘町学校教育研究会情報教育委員会
「NHK for School」を活用したアクティブ・ラーニング的な授業づくり
⑤石川県小学校体育研究会
運動の中心的なおもしろさを大切にした体つくり運動
⑥出坂 愛子教諭（金沢市立三馬小学校）
子どもが創る生活科
⑦八島 友志教諭（内灘町立向粟崎小学校）
ＩＣＴ（タブレット、電子黒板）を活用した話し合い活動の利点
⑧川辺 有紀教諭（金沢市立千坂小学校）
地域とつながるＥＳＤ

編

集

後

記

今
回
は
、
各
郡
市
町
の
教
育
研
究

会
や
各
教
科
等
研
究
会
の
活
動
状
況

な
ど
を
四
つ
の
団
体
か
ら
報
告
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
の
研
究
団
体

も
、
本
研
究
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
石
川
の
授
業
研
究
文
化
の
継
承
と

発
展
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
る
内
容
で
す
。
他
の
研
究

団
体
も
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
各

研
究
団
体
が
授
業
実
践
を
積
み
重
ね
、

指
導
力
向
上
に
寄
与
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
平
成
二
十
九
年
度
の
研
究

発
表
会
等
の
予
定
も
掲
載
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
各
研
究
発
表
会
が
盛
会

に
な
り
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
、
第
十
号
発
刊
に
あ
た
り
、

た
く
さ
ん
の
皆
様
の
ご
協
力
や
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
広
報
部

能
波

裕
司
）

広
報
部

部
長

能
波

裕
司（
金
沢
・
額
中
）

副
部
長

山
本

正
美（
羽
咋
・
志
賀
小
）

幹
事

羽
岡

清
美（
金
沢
・
北
鳴
中
）

藤
本

豊
志（
金
沢
・
新
神
田
小
）

岸

洋
平（
河
北
・
宇
ノ
気
小
）

今
本

満（
白
山
・
白
嶺
中
）
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